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研究成果の概要（和文）：同一の堆積物について、光ルミネッセンス（OSL）年代測定とともに

高精度放射性炭素（C-14）年代測定を実施し、相互比較を行って年代の確度を検証した。これ

により、OSL 年代測定の信頼性を向上させることを目的とした。 

 基礎実験では、まず OSLの測定条件を検証して、年代測定プロトコルを改良した。そして、

ローム層を試料として年代の比較を行い、OSL 年代測定の確度向上を行うことができた。 

 
研究成果の概要（英文）：I studied about comparison between OSL dating and C-14 dating for 
same sediment. The purpose of this study is improvement of OSL chronological accuracy.  
Firstly, I tested for OSL condition and established OSL measurement protocol. After that, 
I measured some sediment using OSL and C-14 dating. This result made accuracy of OSL dating 
rise.  
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１．研究開始当初の背景 
 考古遺跡、特に先史遺跡の年代推定におい
て、地層（堆積物）の数値年代決定は依然と
して重要であり、なかでも光ルミネッセンス
（OSL）年代測定法は年代を直接的に求める
ことができる測定法として特に有効である。
OSL法は、2000年に Murray と Wintleによっ
て Single aliquot regenerative-dose  
法（以下、単試料法）による OSL測定が提案
された結果、ごく微量の試料でも測定可能に
なり、遺跡堆積物の年代測定を高精度に求め
ることができるようになったほか、堆積の状
況についても理解を深めることができるよ
うになった。しかし、遺跡堆積物の OSL年代
の確度について実際に検証されているとは
必ずしもいえない。昨今、旧石器や縄文研究

などにおいて古環境復原の解像度は飛躍的
に向上しており、遺跡堆積物の数値年代の確
度が一層求められている。 
 一方、加速器質量分析（AMS）を用いた放
射性炭素（C-14）法は暦年較正プログラムの
構築などにより、高精度年代測定法としてほ
ぼ確立し、汎用された較正 C-14 年代は議論
を深化させている。しかし、奈良教育大学の
長友恒人教授の科研費研究「テフラの年代測
定と既報年代値に基づく C-14 較正年代
（IntCal04）の検証」に参加し、同一テフラ
の C-14 年代と熱ルミネッセンス（TL）年代
を測定して比較したところ、年輪によって較
正された年代に関してはよい一致をみたも
のの、26 Cal ka BPより古い年代については、
較正 C-14年代が TL年代よりも古い傾向を示
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した。C-14較正年代が有意に古いかどうかに
ついては、C-14法ではサンゴや石筍のウラン
/トリウム（U/Th）年代を基にしている暦年
較正曲線の再検討、TL法では複数地点での測
定例を増やすなど双方においてさらに検討
を進める必要があると考える。 
 
２．研究の目的 
 上述した研究背景を基に、同一の堆積物に
ついて高精度 C-14 年代測定を OSL 年代測定
とともに実施し、（1）年輪によって較正され
る年代については、高精度較正 C-14 年代に
よる OSL 年代の確度検証、（2）それよりも古
い年代に関しては、較正 C-14 年代と OSL 年
代の比較を行うことにより、これら二つの測
定法の確度を検証できると着想するに至っ
た。 
 C-14法と OSL法を用いて年代測定可能な堆
積物、特に腐植様物質に富む堆積物を採取す
る。年輪によって較正される年代については、
高精度較正 C-14 年代による OSL 年代の確度
検証、それよりも古い年代に関しては、較正
C-14年代と OSL 年代の相互比較を行う。  
 
３．研究の方法 
 OSL 特性（タイムゼロイング）を本科研費
で導入する人工太陽光源システムを用いて
観察する。また、同一試料について、採取し
た遺跡堆積物中の腐植様物質の C-14年代測
定と単試料法を用いた OSL年代測定を実施し、
相互比較を行って OSL年代測定の確度を検証
する。そして、確度向上のために基礎実験を
行って OSL測定条件などを改良し、高確度 OSL
年代測定法を用いて堆積物の年代測定に適
用する。 
 
４．研究成果 
 本科研費で導入した人工太陽システムを
用いて、石英鉱物の OSL信号のセロリセット
（タイムゼロイング：信号の初期化）を検証
した。Co-60γ線を 30 Gy 照射した試料を約
60 klxに設定した人工太陽の下で 0 秒（露光
なし）、1秒、10秒、60秒、600 秒、10800 秒、
28800 秒間露光し OSL 測定を行った。その結
果、10秒後には OSL強度は約 8％まで急激に
減少した。600 秒では約 4％まで減少するこ
とがわかった。 
 次に、単試料（SAR）法 OSL 測定の測定プ
ロトコルを改良した。従来、放射線照射後の
OSL 測定と感度補正用のテストドーズ測定の
繰り返し測定であったが、その場合 thermal 
transfer による recuperation 現象が起こる
可能性があることが指摘されていた。そこで、
テストドーズ測定後にホットブリーチの工
程を新たに追加した測定プロトコルを作成
した。そして、OSL 装置にインストールして
動作確認を行い、測定プロトコルが正しく動

作していることを確認した。また、マレーシ
アの試料を用いて OSL 年代測定を実施し、レ
ンガ試料の TL 年代と比較することで、その
有効性を確認した。 
 神鍋単成火山では、スコリア直上の古土壌
の OSL年代測定を行い、21±1.7 kaと求めた。
同じ層準で C-14 測定用の試料が得られなか
ったので、さらに上層の黒ボク土壌について
C-14 測定を行った。その結果、較正 C-14 年
代は 2,850～2,760 cal yBP（2σ）であった。
これら OSL 年代と較正 C-14 年代は、層序的
に整合する。さらに、神鍋溶岩流は古地磁気
法で約 25 ka と確定された。この結果とも矛
盾しない。  
 以上の成果より、OSL 年代測定の確度向上
が確認でき、より信頼性高い年代を決定する
ことができるようになった。  
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